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印
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広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや図書
館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに置いてい
るほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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人口と世帯 令和8 年 8 月1日現在
(    ) は前月比

総数　81,678人
男　　40,165人
女　　41,513人
世帯　36,690世帯

※外国人住民（43 か国・地域 ／ 2, 424 人）を含みます。

( +       1)
( +       6)
( -       5)
( +   21)

第
93
回

「
安
土
城
」
と
聞
く
と
、
多
く
の

人
が
織
田
信
長
や
壮
麗
な
天
主
を
思

い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

こ
の
城
は
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、

遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
そ
の
名
を
知

ら
れ
た
「
世
界
へ
開
か
れ
た
城
」
で

も
あ
り
ま
し
た
。

天
正
９
（
１
５
８
１
）
年
、
キ
リ

ス
ト
教
布
教
を
統
括
す
る
た
め
に
来

日
し
て
い
た
、
イ
エ
ズ
ス
会
巡
察
師

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
は
、
京
都
や
安
土
を
訪
れ
、
信
長

と
面
会
し
ま
し
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
が
残
し
た
『
日
本
巡
察
記
』
か
ら
は
、

信
長
が
手
厚
く
も
て
な
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
安
土
を
去
る
際
に

は
、
盂う

ら
ぼ
ん
え

蘭
盆
会
と
い
う
特
別
な
宴
を

開
き
、
見
送
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
安
土
城
の
壮

大
さ
や
城
下
町
の
活
気
に
深
い
感
銘

を
受
け
、
そ
の
様
子
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
伝
え
て
い
ま
す
。
信
長
に
仕
え
た

尾
張
熱
田
出
身
の
宮
大
工
・
岡
部
又

右
衛
門
が
棟
梁
を
務
め
た
天
主
は
豪

華
絢け
ん
ら
ん爛
で
、「
天
下
布
武
」
を
掲
げ
た

安
土
城
築
城
４
５
０
年
⑥

安
土
城
築
城
４
５
０
年
⑥

信
長
の
権
威
を
象
徴
す
る
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
安
土
城
は
単
な
る
戦
の

た
め
の
城
で
は
な
く
、
政
治
・
経
済
・

文
化
の
中
心
地
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
楽
市
楽
座
に
よ
っ
て
城
下
町

は
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
や
物
が
集

ま
り
、
国
際
色
豊
か
な
場
所
で
し
た
。

安
土
は
、
日
本
と
世
界
を
結
ぶ
窓
口

で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
う
し
た
海
外
と
の
交
流
の
中
か

ら
誕
生
し
た
の
が
、
天
正
遣
欧
少
年

使
節
団
で
す
。
南
蛮
文
化
や
海
外
と

の
交
流
を
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
信

長
は
、
安
土
の
地
に
キ
リ
ス
ト
教
の

教
育
機
関
「
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
」
の
設
立

を
認
め
ま
し
た
。
日
本
の
少
年
た
ち

は
、
ラ
テ
ン
語
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音

楽
、
神
学
な
ど
を
学
び
、
日
本
と
西

洋
を
つ
な
ぐ
人
材
と
し
て
育
て
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
少
年
ら
の
使
節

団
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
計
画
に

よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
り
ま
す
。

使
節
団
は
ロ
ー
マ
に
て
教
皇
に
謁え
っ
け
ん見

し
、
信
長
が
絵
師
・
狩
野
永
徳
に
描

か
せ
た
、
安
土
城
と
そ
の
城
下
町
を

描
い
た
屏
風
を
献
上
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
　
　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
見
た
安
土
城

見
た
安
土
城

城下町から天主の遠景（ＶＲ安土城より）

築
城
開
始
か
ら
４
５
０
年
を
迎
え

る
安
土
城
。
石
垣
が
残
る
現
在
も
、

こ
の
地
に
は
信
長
が
描
い
た
世
界
へ

の
ま
な
ざ
し
と
、
そ
れ
を
受
け
継
い

だ
人
々
の
歩
み
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

安
土
城
跡
を
訪
れ
る
際
は
、
壮
麗
な

天
主
の
姿
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
か

ら
世
界
へ
広
が
っ
た
交
流
の
歴
史
に

も
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

文
（
文
化
振
興
課
・
永
福
）

盂蘭盆会（ＶＲ安土城より）


